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印刷所

須賀川市加治町69
働円谷印刷

木

代

子

冬
将
軍
が
や
っ
て
く
る

道
連
れ
に
し
て

も
う
す
ぐ
肌
を
刺
す
風
を

も
う
す
ぐ
だ

阿
武
隈
山
地
の
乎
和
な
凰
景

大
根
も
柿
も
千
し
た

ワ
ラ
の
風
よ
け
も
作
っ
た

か
す
か
な
風
に
ゆ
れ
る

に
わ
と
り
の
羽
毛
が

無
心
に
餌
を
つ
い
ば
む

陽
だ
ま
り
に

雪
の
く
る
ま
え
の
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水
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会
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事
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第
四
回
定
例
議
会

建

設

課

0
日

一
日

室

農
業
委
員
会

昭
和
四
六
年
工
業
統
計
調
査
及
び

第
四
回
工
業
実
態
基
本
調
査
の
実

施
企
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一
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五
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◇
成
人
に
達
し
た
若
者
達
が
身
心
共
に
健
全
で
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

◇
喜
び
を
分
か
ち
あ
い
、
睛
れ
の
門
出
を
祝
福
す
る
四
十
七
年
玉
川
村

◇
成
人
式
は
、
来
る
一
月
十
五
日
（
成
人
の
日
）
午
前
九
時
三
十
分
か

◇
ら
、
役
場
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
成
人
該
当
者
は
昭
和
二
十
六

◇
年
四
月
二
日
か
ら
、
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、
男

◇
八
十
四
名
、
女
六
十
二
名
、
計
百
四
十
六
名
で
次
の
と
お
り
で
す
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祭
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そ
の
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昭
和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
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を
も
っ
て
新
民
生
・
児
童
委
員
に

対
し
厚
生
大
臣
よ
り
次
の
方
々
に

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
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三
ヶ
年
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原
義
識
公
、
味
銀
高
彦
根
命
の
三

社
で
あ
る
。

由
来
記
に
よ
れ
ば
今
か
ら
九
百

二
十
年
前
菅
原
義
識
公
は
東
征
の

折
、
大
森
に
て
死
去
さ
れ

た
。
そ
の
後
勝
利
を
祈
念

し
て
酢
釜
大
明
神
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祀
つ

た
と
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0
六
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。
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置
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ク
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奉
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仕
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ら
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し
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日
常
生
活
上

の
お
世
話
を
す
る
の
が
主
な
仕
事

で
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こ
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か
ら
村
内
各
地
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出
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い
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従
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ま
す
の
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よ
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し
く
お
願
い
い
た
し
ま
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。
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二
）
第
十
七
代
太
寺
城
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の
家

老
吉
村
善
亮
光
則
公
は
、
常
陸
国

水
戸
鹿
島
大
明
神
を
勧
請
し
て
遠

下
に
社
を
建
て
た
が
、
そ
の
後
、

万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
現
在
地

に
移
し
た
。
神
木
う
っ
そ
う
と
茂

り
神
々
し
く
部
落
の
氏
神
と
し
て

の
尊
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高
い
。

諏

訪

神
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大
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四
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村
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鎮
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た
け
み
な
か
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の
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祭
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建
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名
方
神
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あ
る
。

伝
説
に
よ
れ
ば
昔
時
信
州
下
之
諏

訪
の
神
主
の
次
男
、
須
田
某
は
、

四
辻
に
来
り
て
、
今
の
堂
屋
窪
に

て
製
鉄
を
行
っ
た
と
き
諏
訪
大
明

神
を
祀
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

降
っ
て
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）

こ
の
地
を
開
括
し
た
同
志
が
相
計

っ
て
、
現
在
地
に
社
を
建
て
た
。

今
は
、
四
辻
部
落
の
鎮
守
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と
し

て
、
厚
く
信
仰
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れ
て
い
る
。
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校
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玉
川
一
小
は
四
十
三
年
度
よ
り

三
年
計
画
で
近
代
的
な
校
舎
及
び

屋
体
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
引
続
い
て
、
四
十
六
年
度
公

立
学
校
共
済
組
合
の
教
職
員
住
宅

建
設
事
業
に
よ
り
一
小
の
敷
地
内

に
面
積
七
二
、
九
平
方
メ
ー
ト
ル

平
屋
建
、
総
工
費
二
，「
五
万
円
で

大
字
中
、
鈴
木
建
設
の
誇
負
で
立

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
も
と

づ
く
戦
傷
病
者
相
談
員
制
度
が
昭
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四
十
年
十
月
一
日
よ
り
設
置
さ
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